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「多文化空間」における保育の在り方に関する一考察 
――新宿区大久保の A 保育園を通して―― 
Existence of Childcare Services in “Multicultural space” : 





This case study views and considers the issues of children of foreign residents in Japan 
from the perspective of “community.” Therefore, in this study, I focused on Okubo, 
Shinjuku Ward as it is the typical “multicultural space,” having the largest number of 
foreign residents in Tokyo Ward. The paper attempts to clarify the features of this 
community and the roles of a particular nursery and an afterschool care program as they 
relate to the issues of foreign residents and their children. 
 Based on the result of my findings, I made new suggestions on the methodology and 
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宿区は、2013 年 6 月末の外国人登録者数は、33,572 人で、総人口（323,133 人）に対する
割合でみると、約 10 パーセントとなっており、新宿区は、東京都のなかでも最も外国人人











2000 年から毎年、新規登録人口、閉鎖人口共に約 1 万人の出入りがあることが分かる。つ
まり、新宿区の外国人は、毎年全体の約 3 分の 1 が入れ替わっているということだ。また、

















ため）、そして 2012 年 8 月から週 1、2 回（計 6 回）、ボランティアとして通い調査した。
なお、本調査については、園長、スタッフにその趣旨を説明し、論文として調査データを
公表することに承諾を得ている。 






設である。現在、新宿区には区立、21 園（うち公設民営 1 園）と私立、13 園の合計 34 の
認可保育園がある。本稿で事例とする A 保育園もこの認可保育園に分類される。 
 次に開所時間についてだが、認可夜間保育園と認証保育所を除いて、新宿区で認可を受
けている保育所の基本開所時間は、朝 7 時又は 7 時半から、夜は 6 時又は 6 時半までとい
うところが普通である。それに比べて、認証保育所の開所時間は長く、夜 9 時～11 時まで
やっているところがほとんどであるが、この基本開所時間を超えての保育は基本的におこ
なっていない。このようななかで、東京都で初めての、そして、現在、新宿区で唯一の認
可夜間保育園である A 保育園は、基本開所時間の 11 時から 22 時に加えて、最大で 13 時
間の延長保育（23:00-翌 11:00 まで）をおこなっている。A 保育園は、文字通り「24 時間
保育園」なのである。 







 A 保育園は、大久保 2 丁目に立地している。繁華街のメインストリートである大久保通
りから一つ路地を入ったところになるが、中心部から少し外れているせいか、比較的静か
な環境が保たれている。 
 A 保育園は、2003 年に法人化され、東京都で初の 24 時間開所の認可保育園になってか







 最初の保育園は、「A 乳児保育園」といい、そこでは園長の得意分野であった 3 歳未満の
乳児の保育をおこなった。その後、親たちからの強い要望があり、1987 年に別のビルの一
室を借りて、3 歳、4 歳、5 歳児の保育をおこなう「A 保育園」を開園した。「A 保育園」
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 夫の会社の倒産後、園長はしばらく A 保育園を離れ夫と共に会社再建のため奔走してい
たが、1996 年、A 保育園は再び現園長体制となった。この頃から A 保育園の認可運動は本
格的な動きをみせるようになる。 
 園長たちは認可保育園をつくるため、スタッフや父母会と共に新大久保駅前等で署名活
動をおこない、3 カ月で 1 万人以上の署名を集めた。また、抵当権抹消のために 1 億円と
いう膨大なお金が必要になり、園長夫婦や家族はもとより、保育園の職員や地域の人びと
からも、1000 円、1 万円、2 万円と寄付が集められた。なかには、ひとりで数百万円貸し
てくれるひともいた。それでも、目標額に 1200 万円、達しなかったため、最終的に父母会
を集め、父母会の 60 名で 1200 万円を割り、1 人、15 万円の負担をすることが決定した。
父母会の親たちは、保育料に上乗せするというかたちや先預かりの保育料として十五万円
を貸した。 
 園長、職員、父母会、地域住民が一体となって展開された認可運動を開始してから 3 年
程が経った 2001 年 3 月 23 日、「理事会のメンバーと私と主任と職員の代表を連れて、東京
都に行って、石原知事からお墨付きをいただいて、法人化が認められた」（片野,2008: 65）
A 保育園は、「社会福祉法人杉の子会」を設立し、東京都ではじめての夜間の認可保育園と
してスタートとしたのだ。さらに、9 年後の 2010 年 4 月には、園児数の増加に伴い、A 保
育園のすぐ裏手に分園を開園し、0 歳と 1 歳児の保育をおこなっている。 







 東京都で初の、そして新宿区で唯一の 24 時間開所の認可保育園である A 保育園には、
どのようなひとが関わっているのだろうか。ここでは、保育園のホームページで公開され
ている 2003 年のデータをもとに、A 保育園利用者の特徴について、整理する。（下記表 1
参照） 
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父親職業 年齢 母親職業 年齢 子供 必要としている保育時間帯 延長有無
1 （母子家庭） 調理補助 36 0歳 朝10時～深夜3時 有
2 会社員営業職 38 会社員営業職 36 0歳、2歳 朝7時～夜10時
3 医師 35 医師 34 0歳、5歳 朝9時～夜10時
4 （母子家庭） 飲食業 31 0歳 朝10時～翌朝7時 有
5 （母子家庭） 飲食業 28 0歳 朝10時～深夜4時 有
6 飲食業 37 会社員営業職 33 0歳 朝10時～夜10時
7 自営業料理店 36 自営業料理店 32 0歳、2歳 朝10時～深夜3時 有
8 （母子家庭） 飲食業 31 0歳 朝10時～翌朝6時 有
9 医師 30 医師 31 0歳 朝7時～夜10時
10 自営業飲食店 36 自営業飲食店 33 1歳 朝10時～翌朝5時
11 （母子家庭） 飲食業 26 1歳 朝10時～翌朝8時
12 自営業建築設計 40 （父子家庭） 1歳 朝5時～夜10時
13 厚生労働省 36 厚生労働省 39 1歳、3歳 朝8時～深夜2時 有
14 会社役員建築士 39 助産師 36 1歳、（5歳） 朝9時～夜10時
15 飲食業 28 飲食業 29 1歳、妊娠中 朝10時～翌朝7時 有
16 会社員 32 看護師 26 1歳 朝7時～夜10時 有
17 会社員研究開発 37 会社員事務職 35 1歳、（7歳） 朝7時～夜10時
18 会社員技術職 36 会社員事務職 38 1歳 朝9時～夜10時
19 自営業建築設計 39 自営業建築設計 40 2歳 朝9時～夜10時 有
20 学生アルバイト 31 美容師 37 2歳、4歳 朝9時～夜10時
21 会社役員経営管理 39 会社役員事務職 39 2歳、5歳 朝9時～夜11時
22 自営業旅行代理店 40 保育士障害者施設 29 2歳 朝10時～夜10時
23 医師 34 医師 31 2歳、妊娠中 朝7時～夜10時
24 （母子家庭） 飲食業 29 2歳 朝11時～翌朝11時
25 外務省 32 大学院生 33 2歳 朝8時～夜10時 有
26 会社員営業職 39 航空会社予約受付 34 2歳、5歳 朝7時～夜10時
27 （母子家庭） 会社員事務職 30 2歳、4歳、5歳 朝8時～夜10時
28 会社役員経営者 36 会社員秘書業務 34 3歳、妊娠中 朝9時～夜10時 有
29 会社員映像製作 43 会社員映像編集 48 3歳 朝7時～夜10時 有
30 出版社編集職 34 会社員事務職 35 3歳 朝9時～夜10時
31 医師 34 医師 35 3歳 朝8時～夜10時
32 （母子家庭） デパート勤務 42 3歳 朝8時～夜10時 有
33 （母子家庭） 飲食業 35 3歳 朝9時～深夜1時 有
34 作家 42 出版社編集職 37 3歳 朝9時～夜10時
35 自営業宝石卸業 39 自営業宝石卸業 34 3歳 朝9時～夜11時 有
36 会社員半導体設計 37 会社員営業事務 34 3歳、妊娠中 朝7時～夜10時
37 会社員販売業 36 会社員販売業 36 3歳、妊娠中 朝8時～夜10時
38 音楽大学講師 46 会社員オペラ製作 40 3歳、（6歳） 朝10時～夜10時
39 会社員営業職 30 会社員営業職 33 3歳、4歳 朝6時～夜10時 有
40 飲食業 32 看護師 36 3歳、（6歳） 朝8時～夜10時
41 （母子家庭） 会社員情報処理 30 4歳 朝7時～夜10時
42 （母子家庭） 会社員販売業 27 4歳 朝9時～夜10時
43 会社員事務職 50 会社員事務職 39 4歳 朝10時～深夜0時 有
44 （母子家庭） 自営業飲食店経営 41 4歳、妊娠中 朝10時～翌朝5時
45 飲食業ソムリエ 30 助産師 30 4歳、妊娠中 朝11時～翌朝11時
46 （母子家庭） 自営業 41 4歳 朝9時～深夜0時
47 （母子家庭） 会社員毛髪業 38 4歳 朝9時～夜10時 有
48 （母子家庭） 日本語学校経営 45 4歳 朝9時～夜11時 有
49 （母子家庭） 飲食業 38 4歳 朝10時～翌朝5時
50 会社員 31 学生 31 5歳 朝8時～夜10時
51 会社員労務管理 43 美容院経営 36 5歳、（9歳） 朝9時～夜10時
52 （母子家庭） 看護師 31 5歳 朝11時～翌朝11時
53 会社員 38 銀行員 37 5歳、妊娠中 朝9時～夜10時
54 会社員 43 服飾デザイナー 36 5歳 朝9時～夜10時
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がいる。以上、3 カテゴリーで、全体の 8 割を占めている。そして、少数ではあるが、次
のカテゴリーに属するひともいる。会社役員や国家公務員などの管理職に 6 名、卸売業の
オーナーなどの営業販売職に 3 名、そして、生産・労務職 1 名である。他には、学生、大
学院生が 3 名いる。以上が、A 保育園利用者の職業に関する概要である。 
 次に、必要としている保育の時間帯についてだが、55 の家庭全て、延長保育を利用して
いることが分かる。そのなかでも、朝方延長（4:00～11:00）を利用している家庭は、55 家
庭中、53 で、ほぼ全家庭が利用している。これには、A 保育園の基本開所時間が、朝 11
時からと、比較的に遅い時間からであることが関係しているだろう。次に、夜型延長（22:00
～翌 11:00）を利用している家庭は、55 家庭中、21 家庭で、全体の 3 分の 1 以上を占めて
いる。さらに、夜型延長のなかで、深夜（24 時を超えて）の延長保育を利用している家庭





母合わせて、30 名。30 名中、飲食業従事者、経営者が半分の 15 名で一番多い。それ以外
は、国家公務員、会社役員、会社経営者、助産師、看護師、ソムリエなどで 3～5 名と少数
である。さらに、夜型延長を利用する 30 名中、24 時を超えて深夜から翌朝までの間の保
育を利用している家庭は、15 家庭、父母合わせて 20 名いる。そのうち、15 名が飲食業従








半数以上が母子家庭である。（4）母子家庭は、全体でみると 55 家庭中 17 家庭で、全体の
約 3 分の 1 が母子家庭である。 
 このような利用者の特徴は、2003 年の A 保育園のデータをもとにしたものであるが、今
回、筆者がおこなったアンケート調査(2)（表 2 参照）に回答のあった利用者（27 名）では、
サービス職（主に飲食）で約半数を占めており、次に専門・技術職（美容関係、保育士な
ど）が多く、サービス職と専門・技術職で全体の 8 割以上を占めていた。また、22 時以降
深夜、朝方までの保育時間を必要している利用者の 
－ 14 － 
ほとんどは、サービス業従事者であった。 
 そして、このような長時間保育を必要としている 12 名のうち、8 名が日本人、4 名が外
国籍（ミャンマーと韓国）であった。外国籍者（帰化者を含む）の回答が全部で 6 名なの
で、この 4 名という数は、決して少なくないだろう。 
 以上のように、上述の特徴は、現在の特徴としても当てはまるといえる。 
ID 問1.園を知ったきっかけ 問2.必要としている保育時間 問3.入園年数 問4.子どもの年齢 問5.B学童への入園予定 問6 問7.性別 問8.国籍 問9.滞在年数 問10.年齢 問11.既婚・未婚 問12.職業 問13.居住自治体
1 4.友人、口コミ 9:00-24::00 3年 4歳 yes 男性 ミャンマー 15年 47歳 空欄 サービス職 新宿区
2 5．ネット 09:00-22:00 1年半 1歳 yes 女性 日本 31歳 未婚 サービス職(飲食) 新宿区
3 5．自分で調べた 09:00-21:00 1年4ヶ月 2歳 yes 女性 日本 35歳 既婚 専門・技術（web製作） 新宿区
4 5．空欄 08:00-20:00 1年 2歳 分からない 女性 日本 42歳 既婚 専門・技術 新宿区
5 4.友人、口コミ 10:00-21:00 1年8ヶ月 1歳 no 女性 日本 32歳 既婚 サービス職(飲食) 新宿区
6 1．新宿区/東京都 10:00-翌04:00 8ヵ月 3歳 yes 女性 日本 38歳 空欄 サービス（飲食） 新宿区
7 1．新宿区/東京都 10:00-23:00 11ヵ月 1歳 分からない 女性 韓国 7年 29歳 既婚 サービス（美容師） 新宿区
8 5．職員 09:00-22:00 3年、1年 3歳、1歳 yes 女性 日本 32歳 既婚 サービス（保育園） 新宿区
9 5．空欄 09:00-19:00 2年 2歳 yes 女性 日本 37歳 既婚 専門・技術（放送） 新宿区
10 5．自分で調べた 10:00-22:00 1年4ヶ月 1歳 分からない 女性 日本 34歳 既婚 サービス（ネイリスト） 新宿区
11 4.友人、口コミ 10:00-翌04:00 3年5ヶ月 3歳 分からない 女性 韓国 17年 42歳 空欄 サービス（飲食） 新宿区
12 5．ネット 11:00-深夜1:00 5ヵ月 0歳 分からない 女性 日本 30歳 既婚 サービス（飲食） 新宿区
13 5．兄弟が通っていた 09:00-19:00 3ヵ月 1歳 yes 女性 日本(元台湾) 20年 32歳 既婚 事務職（不動産） 新宿区
14 4.友人、口コミ 09:00-20:00 3年11ヵ月 3歳 分からない 女性 中国 11年 33歳 既婚 サービス（アパレル） 新宿区
15 1．新宿区/東京都 08:00-21:00 3年 3歳 yes 女性 日本 32歳 既婚 事務職 新宿区
16 1．新宿区/東京都 10:00-22:00 1年、１年 4歳、2歳 分からない 女性 日本 38歳 既婚 専門・技術職（建築設計） 新宿区
17 5．空欄 07:00-22:00 3年 4歳 分からない 女性 日本 30歳 既婚 専門・技術（保育士） 新宿区
18 2．区/都の施設 08:00-08:30 2ヶ月 ３歳 yes 男性 日本 43歳 既婚 専門・技術（ソフトウェア 新宿区
19 5．散歩中に見かけた 11:00-22:00 3年 3歳 no 女性 日本 38歳 既婚 専門・技術（教員） 練馬区
20 5．自宅近く、ネット 11:00-24:00 4ヵ月 2歳 分からない 女性 日本 40歳 既婚 サービス（飲食） 新宿区
21 5．自宅近く、ネット 09:00-23:00 1年4ヶ月 2歳 分からない 女性 日本 34歳 既婚 専門・技術（ヘアメイク） 新宿区
22 4.友人、口コミ 10:00-翌04:00 5年 5歳 yes 女性 日本 40歳 未婚 サービス職（飲食、経理） 新宿区
23 4.友人、口コミ 10:00-深夜02:00 1年半 3歳 分からない 女性 日本 25歳 未婚 サービス職（水商売） 新宿区
24 5．ネット 11:00-深夜2:00 10ヵ月 4歳 no 女性 韓国 6年 36歳 既婚 営業販売職（ネット販売） 新宿区
25 1．新宿区/東京都 15:00-22:00 5ヵ月 0歳 分からない 女性 日本 27歳 未婚 専門技術（ヘアメイク） 新宿区
26 1．新宿区/東京都 10:00-22:00 5年 5歳 yes 男性 日本 45歳 既婚 運種・通信職（新聞社） 新宿区












 次に、後で詳しく述べる B 学童クラブにおける外国又は外国に背景をもつ子どもの利用














くてはならない。このため、実際に A 保育園は、認可運動を起こし、認可を得た。 
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6．B学童クラブの設立 
 それでは、最後に B 学童クラブについて説明をし、本稿のまとめに入っていく。2003
年に社会福祉法人杉の子会を設立させ、東京都ではじめての 24 時間の認可保育園、A 保育
園をスタートさせた園長だが、その後、2004 年 4 月に夜間（24 時間運営）の学童クラブ「B


























 子ども達の夜の外出を目の当たりにし、約 10 年前から子どもの夜の居場所づくりの必要
性を主張していた園長は、今から 8 年前に東京都ではじめての夜間、24 時間運営の学童ク
ラブをスタートさせた。園長は、当時から夜間の学童クラブの条例設立を新宿区に訴えて
きたが、現在も夜間学童に関する条例はない。したがって、B 学童クラブは、昼間の学童
条例で保障されていない 19 時以降は、自主運営をおこなっている。 
 
Ｂ学童クラブの規模と利用者の特徴 
 B 学童クラブの定員数は、50 名である。そして、現在の学童数は定員いっぱいの 50 名
となっている。そして、「指導員」と呼ばれるスタッフが常時 2 人いる。指導員の全体数は、
5 名で、そのうちの 4 名が保育士の資格を持っている。 
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 B 学童クラブの利用者については、その設立経緯からも分かるように、多くが A 保育園
からの利用者であることを考えると、上述した A 保育園の利用者の特徴とそれほど変わら
ないことが予想できる。また、サンプルは少ないが、今回、筆者がおこなった調査によれ
ば、利用者の職業は、専門・技術職（12 名中 6 名）とサービス職（12 名中 5 名）で大半を
占めており、A 保育園の利用者の特徴と変わりがないことが分かる（表 3 参照）。また、こ
のアンケート結果でも 12 名中、半数の 6 名が未婚と回答しており、利用者における母子/
父子家庭の割合の高さがこの調査からも伺える結果となった。 
ID 問1.園を知ったきっかけ 問2.必要としている保育時間 問3.入園年数 問4.子どもの年齢 問5 問6.A保育園利用の有無 問7.性別 問8.国籍 問9.滞在年数 問10.年齢 問11.既婚・未婚 問12.職業 問13.居住自治体
1 1．新宿区/東京都 10:00-22:00 10年（4年） 10歳 yes 男性 日本 45歳 既婚 運輸・通信職（新聞社） 新宿区
2 5．ネット 10:00-深夜02:00 6年(3年） 9歳 yes 女性 日本 34歳 未婚 サービス職（飲食） 新宿区
3 5．園長の著書 07:30-22:00 8年（2年） 8歳 yes 女性 日本 39歳 既婚 専門・技術（助産師） 新宿区
4 5．ネット 09:00-翌07:00 1年 7歳 no 女性 日本 36歳 未婚 専門・技術（リラクゼーション業） 新宿区
5 4．友人、口コミ 09:00-23:00 7年（2年） 8歳 yes 男性 日本 35歳 既婚 専門・技術(web製作） 新宿区
6 4．友人、口コミ 放課後-21:30 2年6ヵ月 8歳 no 女性 日本 43歳 未婚 専門・技術（介護福祉士） 新宿区
7 1．新宿区/東京都 07:00-22:00 8年（3年） 9歳 yes 女性 日本 ３２歳 未婚 サービス職（看護助手） 新宿区
8 5．ネット 11:00-翌朝07:00 2年３ヶ月 8歳 yes 女性 日本 39歳 未婚 サービス職（飲食） 新宿区
9 5．行政情報から取得 08:00-19:00 8年（2年） 8歳 yes 女性 日本 ４７歳 既婚 専門・技術職 新宿区
10 4．友人、口コミ 放課後-19:00 5年 8歳 yes 男性 日本 ５３歳 既婚 サービス職（自営） 新宿区
11 空欄 18:00-22:00 5年６ヶ月 １２歳 no 女性 日本 44歳 未婚 サービス職（ヘアメイク） 新宿区











保育」という共通のニーズを持ち、A 保育園、B 学童クラブを利用している。 
 そして、このような特性の地域では、夜間、深夜保育に対する切実なニーズがあるとい
える。A 保育園、B 学童クラブの 24 時間保育の展開は、その設立のあゆみから分かる通り、
地域の利用者によって押し進められてきたものであり、また、多様な層の利用者の保育ニ
ーズをカバーするために、24 時間運営が必要であるということがいえる。 












の保育時間は、延長保育を使っても 20 時から 20 時 30 分までが最大である。職種、就業時
間の面で多様な都市の住民にとって、皆がこの時間までの保育で家庭の生計と子育てを両
立させられるとは非常に厳しい。実際、A 保育園、B 学童クラブの利用者のほとんどが、
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 したがって、B 学童クラブは、昼間の学童条例で保障されていない 19 時以降は、自主運
営をおこなっている。現在、新宿区には、26 の公立の学童クラブ（児童館内 16 箇所、子
ども家庭支援センター内 4 箇所、小学校内 6 箇所）がある。それらの開所時間は、放課後
から 18 時までである。延長を使用して 19 時までとなっている。また、民間の学童クラブ
は、B 学童クラブを含めて 3 つある。B 学童クラブ以外のそれぞれの開所時間は、一つが、
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 注 
(1) 聞き取りは 2012 年 5 月 12 日におこなった。 
(2) アンケート調査の概要は次の通りである。調査目的：A 保育園、B 学童クラブの利用者の特徴の
理解。調査対象：A 保育園（65 名）と B 学童クラブ（38 名）の保護者。調査方法・場所：A 保育園、
B 学童クラブにおいて子どもの送り迎え時に担任の先生から保護者へ手渡してもらう。調査期間：
2012 年 8 月 22 日～31 日を期限とする 10 日間。回収方法：子どもの送り迎え時に担任の先生又は、






(4) 聞き取りは 2012 年 5 月 12 日におこなった。 
(5) 聞き取りは 2012 年 5 月 16 日におこなった。 
(6) 聞き取りは 2012 年 5 月 16 日におこなった。 
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